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2026年3月期 業績概要（対前期） 為替レート

➢売上高: 日本で新規立上により販売は増加したが、欧州・中国での販売不振、
北南米での円高による為替換算差影響により減収。

➢営業利益: 北南米で米国関税措置の影響、輸入トラブル費用、新規立上のコストの
増加等の要因が、日本での新規立上、欧州や中国での人員削減、ドイツ
工場の閉鎖による収益改善効果を圧迫し▲787百万円の減益。

➢経常利益: 営業利益の減少に加え、為替差損の発生により▲1,562百万円減益。

➢純利益: 中国子会社の清算損失(▲1,268百万円)、ドイツ子会社人員整理に
伴う特別退職金（▲1,283百万円）が発生するも、メキシコ子会社の
買収に伴う負ののれん発生益（+2,554百万円）を計上し

＋787百万円の増益。

2026年3月期 連結損益状況
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売上高は、新規立上の設備販売と部品販売に伴い増収。
営業利益は、メキシコ子会社買収費用、設備投資による償却費の増加はあるも、増収により大幅増益。

日本
【増収・増益】

売上高は、北米における日系取引先で安定した販売を維持し、またメキシコ子会社の新規連結により増収。
営業利益は、米国関税措置の影響、輸入トラブル費用の計上、新規立上等のコスト増加により収益性が悪化し減益。

北南米
【増収・営業損失】

売上高は、欧州系取引先の販売不振により減収。
営業利益は、前期からの人員整理による人件費削減、ドイツ1工場閉鎖に伴い改善傾向。

欧州
【減収・増益】

売上高は、日系取引先の販売不振が継続し、減収。
営業利益は、前期からの人員整理による人件費削減、前期に計上した固定資産減損に伴う償却費減により、
営業損失となるも赤字幅は縮小。

中国
【減収・営業損失】

売上高は、安定した稼働状況により前年同期水準。
営業利益は、生産数量変動に対しコストをコントロールしたが、人件費の増加により減益。

アジア
【増収・減益】

2026年3月期 地域別業績のトピックス（対前期）

2026年3月期 セグメント別実績
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2026年3月期 営業外及び特別損益等
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4,860 

351 595 
243 

▲449 

▲1,857 

330 

4,073 

その他固定費

為替影響

付加価値
（売上変動）

付加価値
（売上構成等）

設備費
人件費

注：付加価値（売上変動）＝ 連結全体の売上増減（為替補正後） × 前年同期付加価値率（為替補正後）

日本での販売増加や欧州・中国での人件費削減、ドイツでの工場閉鎖による固定費削減が寄与した
ものの、北南米での異常費用や米国輸入関税の影響により収益性が悪化し、減益となる。

（単位：百万円）

2025年3月期
実績

対前期
▲787

2026年3月期
実績

メキシコ子会社における
ペソ安に伴うドル建て
売上増による増益

北米での材料輸入関税増
取引先補償収入減少
メキシコ子会社買収に係る取得関連費用

日本での販売増加に伴う付加価値増加に対し、
中国及び欧州における販売不振、
北南米での一時的費用が収益性を圧迫

中国での減損等により償却費が減少した一方、
日本での設備投資増加により設備費増

2026年3月期 営業利益分析
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2026年3月期 連結財務状況：対前期末
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設備投資/減価償却の状況

2026年3月期 連結キャッシュ・フローの状況 （単位：百万円）

（単位：百万円）

2026年3月期 連結キャッシュ・フローの状況

営業活動
+1,478

投資活動
▲13,471

財務活動等
+13,820＊

現金及び現金同等物
2026年3月末残高

現金及び現金同等物
2025年3月期末残高

＊現金及び現金同等物に係る換算差額（+906百万円）を財務活動に含めております。

22,692 24,519

・税引前当期純利益 ： ＋2,047
・減価償却費 ： ＋6,978
・負ののれん発生益 ： ▲2,554
・特別退職金 ： +1,283
・運転資本の増減 ： ▲4,284
・未払金の増減額 ： +2,535
・法人税の支払額 ： ▲1,812
・特別退職金の支払額：▲2,248

・有利子負債の増減：＋14,836
・配当金の支払 ： ▲1,018
・非支配株主への
配当金の支払 ： ▲660
・換算差額* ： +906

・有形固定資産取得による支出
：▲10,088

・貸付けによる支出 ：▲1,510
・子会社株式取得による支出

：▲1,338

2026年3月期 連結キャッシュ・フローの状況
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通期業績予想の為替前提

2027年3月期 通期業績予想

28.0
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資本コストや株価を意識した
経営の実現に向けた対応

取締役社長 竹田 玄哉

( フ ェ ー ズ 1 ： 資 本 市 場 か ら の 評 価 と
変 革 に 向 け た ロ ー ド マ ッ プ )
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00 はじめに-本開示の背景

01 中期経営方針の進捗および総括

02 株価および収益性分析ならびにその市場評価

03 ROE向上に向けたロードマップ

05 株主・投資家との対話状況

目次

06 今後のアップデート項目

04 データセンター事業の展望と進捗
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00 はじめに-本開示の背景
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◼ コーポレートガバナンス改革や市場環境の変化を受け、ROE・ROIC等の資本効率やPBRを意
識した経営がこれまで以上に求められる環境にある。

◼ 企業価値および株価の向上は上場企業にとって本来的な経営課題であり、その実現に向けた
考え方と方向性の明確化が重要となっている。

◼ 自動車産業の構造転換など不確実性の高い環境のもと、収益構造の強化とあわせ、事業ポー
トフォリオ全体の質的向上が重要な経営課題となっている。

◼ 中期経営方針で掲げる「持続的な成長」と「資本効率の改善」を実現するため、創出した資本を
成長分野へ循環させる経営への取り組みを一段と明確化することとした。

◼ 上場会社として、株価および資本効率を強く意識した経営への考え方を示すとともに、フェーズ1
として、まずは既存事業の収益性・資本効率改善に向けた方針を明確化する。

◼ 構造改革に関する重点施策および進捗状況を継続的に開示し、資本市場との対話を通じて、
企業価値向上と次の成長フェーズにつなげていく。

はじめに-本開示の背景

資本コストや株価を意識した経営の重要性

当社の事業環境・中期経営方針

本開示の狙い
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01 中期経営方針の進捗および総括
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◼ グローバル自動車市場は調整局面にあり、生存競争が加速

→ サンオー・ラストマン・スタンディング戦略を徹底し、ニッチトップポジションを維持・強化

◼ 電動化の進展は地域ごとの方針差が拡大し、BEV / HEV / ICEが併存

→ 各パワートレインに対応可能な製品ポートフォリオを維持し、需要変化を確実に取り込む

◼ 世界的なインフレ進行によりコスト環境は不安定化

→ BPRおよびオートメーションを通じた生産性の抜本向上と、適正な価格転嫁・

価値訴求による収益力強化を推進

◼ グローバルサプライチェーンの分断・再構築が進展

→ バランスシートのスリム化を進めつつ、グローバル生産ネットワークを活かし、

柔軟かつ強靭な供給体制を確立

◼ 資本効率に対する要求が高まり、企業価値経営が加速

→ アセットの見直し・圧縮を進め、キャッシュ創出力およびROICの向上を推進

◼ Agentic AI、Physical AIなど技術革新が加速

→ デジタルと製造の融合を進め、新たな付加価値創出と競争力強化につなげる

グローバル市場環境の変化と対応方針
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FY2030までのロードマップ（イメージ）

Phase I 

サバイバル & リカバリー

Phase II

戦略的再構築

Phase III

成長加速・価値創出

◼ FY2026は、将来の成長に向けた基盤を再構築する戦略的転換期にある。
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1,137億円
1,159億円

1,377億円

1,568億円

1,595億円1,594億円

1,670億円
売上高

34.9億円

21.8億円

13.2億円

80.5億円

48.6億円

40.7億円

55.0億円

営業利益

◼ FY2030目標（売上高2,000億円、ROE15%以上）に対し、足元は外部環境の変化による影響

を受け資本効率が一時的に不安定な局面にあるが、構造改革と将来投資を通じて収益体質の転換
を進めている。

◼ 成長ドライバーとして、北南米における新規立上げおよびデータセンター事業等の新事業拡大に注力

しており、Phase IIにおける種まきが進展している。
◼ 株価は構造転換期間における不確実性から調整局面にあるものの、今後は収益性改善と成長投資

の成果を具体化し、持続的な企業価値向上につなげていく。

売上高・営業利益の推移

中期経営方針の進捗および総括（1/2）

PBRの推移

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

1.8

ROEの推移

11.5%

2.8%

-2.4%

10.4%

1.7%

3.3%3.1%

-4.0%

-2.0%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

注 ：FY2026（予想）ROE3.1%の計算においては、自己資本は期中平均は算出せずにFY2025実績のみにて仮算出
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◼ 2021年5月に策定後、改めて2024年5月に見直した中期経営方針を総括。

◼ 施策は着実に進展しており、現在は構造改革と将来投資を同時に推進する転換フェーズにある。今
後はこれらの取り組みの成果を収益性および企業価値として着実に顕在化させていく。

サンオー・ラストマン・
スタンディング戦略

（残存者利益獲得戦略）の進捗

既存事業 新事業

テーマ

キャッシュ・アロケーション方針に基づく
適切かつ積極的な投資配分

重点投資地域セグメント別の
施策の実施状況

評価 実績/コメント

○

☞ キャッシュ・アロケーションに基づき、一定程度の投資を実行
するとともに、その投資成果を企業価値向上として顕在化
させるべく、継続的に施策を実行している。

☞ 成長市場であるインド市場に向けた施策の実行が、ビジネ
ス獲得および収益性改善に寄与している。

☞ 米州を中心に戦略を実行し、昨夏のメキシコ競合企業の
買収など、シェア拡大および残存者としてのポジショニング
の構築は着実に進行中。

☞ 現時点では既存事業の収益変動を補完する規模に至っ
ていないものの、データセンター事業で量産受注を獲得し、
目下複数の大型案件の受注が視野。

中期経営方針の進捗および総括（2/2）

内燃 非内燃

☞ 電動化の進展は地域・顧客ごとに濃淡があり、EVと内燃が
併存する過渡期。非内燃領域への対応を着実に進めると
ともに、内燃を含めた複線的な製品ポートフォリオを維持し、
市場の変化に柔軟に対応していく。

△

△~○

△~○

△~○

業

態

変

革
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02 株価および収益性分析ならびにその市場評価
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◼ 2012年12月末頃を境に業界内で二極化が進展中(平均値＞中央値)。

◼ 当社株のパフォーマンスは業界中央値と同等かそれ未満につき、業界内でもアンダーパフォーム。
◼ また、2019年8月末以降、市場全体との相関性は薄まっている様子。

（単位：pt）

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

700.0

1982年7月 1987年3月 1991年11月 1996年7月 2001年3月 2005年11月 2010年7月 2015年3月 2019年11月 2024年7月

三櫻工業 : 6584（TSE） 三櫻除く日系上場自動車部品48社（中央値） 同（平均値） TOPIX

2012/12末 2019/8末以降

注 ：データの取得期間は1982年7末から2025年6末。当社の株価・TOPIX・当社を除く日系上場自動車部品48社の中央値・同平均値は1982年7末の値を100として指数化
出所：SPEEDAを基に当社作成

当社の株価推移とTOPIX・日系上場自動車部品業界との比較
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（単位：%） （単位：百万円）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

売上高 営業利益率 ROE ROIC（投下資本）

1983/3~2000/3
ROIC：8.2%（期間平均）
ROE ：8.5%（同上）
OPM：6.8%（同上）

2001/3~2010/3
ROIC：4.9%（期間平均）
ROE ：5.2%（同上）
OPM：4.7%（同上）

2011/3~2025/3
ROIC：4.0%（期間平均）
ROE ：3.3%（同上）
OPM：3.7%（同上）

注 ：データの取得期間は前項と同様
出所：SPEEDAを基に当社作成

当社のROIC・ROE・営業利益率の推移

◼ 当社の過去の業績推移は売上高と、資本収益性（ROIC&ROE）および営業利益率が相反。

◼ また、近年はROEの変動幅が大きく、その背景には当期純利益のブレ幅の拡大が一つの要因。
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ROEのデュポン分解

当
期
純
利
益
率

(%)

総
資
産
回
転
率

(回)

財
務
レ
バ
レ
ッ
ジ

ROE

-6

-4

-2

0

2

4

6

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

1

1.5

2

2.5

3

3.5

◼ 当期純利益率は業界比
劣後

◼ 且つ収益性のボラティリティ
も高い

◼ 総資産回転率全体は、
業界比良好

◼ 内訳を見ると低採算拠
点/製品の整理は必要

◼ 財務レバレッジの水準は表
面上は、業界比良好

◼ 営業利益水準は改善余
地を有しているが、外部資
金の活用割合が高い状態

当社

業界平均

◼ 当社ROEの課題は、低水準かつボラティリティの高い事業収益性にあり（当期純利益率）。

◼ 財務レバレッジが表面上高く、現状は外部資金の活用割合が高いものの、営業利益水準は改善余
地を有しつつある状況下。事業収益性の改善とともに、バランスシートの健全化も同時に図る。

出所：SPEEDAを基に当社作成
（倍）
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地域セグメント別ROIC

◼ FY2030の連結ROE15%以上達成に必要なROICは、現状8.0%以上注1と試算。

◼ 目標ROIC8.0%を超過しているのは北南米とアジアのみ。ROICがWACC注2未達となっているセグ
メントは日本・中国・欧州。これらを中心に事業縮小・ポートフォリオの見直しが必要。

連結ROIC目標：8%以上

注1：目標ROIC＝2030年度目標連結ROE15%×1/（1+DEレシオ）にて算出。DEレシオは2025年9月末時点の0.92を採用
注2：WACCに対する株主資本コストの算出は、リスクフリーレート（10年物国債利回り）＋株式リスクプレミアム×β（5年月次）×流動性リスクプレミアム

投
下
資
本

大

小

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

連結

日本

北南米

アジア

中国

欧州

ROIC（３期中央値）
WACC（レンジ表記）

連結ROIC目標：8.0%以上
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注 ：データの取得期間は、当社、東証ﾌﾟﾗｲﾑ（2022年3月以前は東証一部）双方の実績PBR・予想PER・予想EPSいずれのデータ（月次）も揃って取得可能な2007年5月以降、2025年12月末まで
出所：SPEEDA、日本取引所グループHPを基に当社作成

予想EPS
（円）

予想PER
（倍）

実績PBR
（倍）

期間
中央値

54.9512.160.71当社

-17.901.15東証ﾌﾟﾗｲﾑ

当社の実績PBR・予想PER・予想EPSの推移

◼ 当社の実績PBR、予想PERいずれも、自動車部品業界以外を含む東証プライム市場全体のそれら

と比べて評価はディスカウント。
◼ 株価向上へ、業態変革により株式市場から「自動車部品以外の成長業種」との評価獲得が必要。
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03 ROE向上に向けたロードマップ
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企業価値向上に向けた主なアプローチ

PBR

PER

期待成長率

株主資本コスト

ROE

当期純利益率

総資産回転率

財務レバレッジ

投資家との対話

⚫ 持続的な高収益性の実現戦略の提示

⚫ 適切な情報開示、フェアディスクロージャー

による資本コストの低減努力 等

財務戦略

⚫ 有利子負債の削減

⚫ 株主還元方針の導入 等

事業戦略

⚫ 不採算事業からの撤退・売却

⚫ 既存事業の高収益化施策の実現

⚫ 事業ポートフォリオの組替 等

◼ 長らく続く、且つ不安定な既存事業の低収益性と、新事業の連結業績貢献への時間軸の不透明感

あり。
◼ 利益率（ROE・ROIC）を既存事業で改善し、売上高（成長性/PER）は新事業で創るアプロー

チが必要。
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企業価値向上に向けた重点施策-スクラップ＆ビルド-

◼ 株価向上には「ROE（またはROIC）等の資本収益性の効率化とその持続的成長」が必要

（PBR=ROE×PER）。即ち、資産の入替（=「スクラップ&ビルド」）。

◼ 新事業への投資と同時に既存の低採算事業の縮小も通じた、ポートフォリオ・ミックスの改善が必須。

01

既存事業による
キャッシュ創出・
資本の原資獲得

02

資本効率の向上

03

成長分野・

新事業への

再投資

資産入替
（スクラップ＆ビルド）

04

持続的な成長

ストーリーの浸透

05

株価・

PBRの向上

既存事業からの
安定的キャッシュフロー創出

06

資本調達力・

投資余力の拡大

低採算事業の
縮小・撤退による
ROIC・ROEの改善

成長分野・新事業への
選択と集中

中長期にわたる
利益成長への期待の高まり

資本効率×成長性の
両立による

株価・PBRの向上

時価総額増大による
資本コスト低下・

再投資余力の拡大

再投資余力の
拡大
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ROE向上に向けたロードマップ

構造改革期間
[FY2026～FY2028]

成長ステージ
[FY2029～]

40億円

480
億円

3.3%

中国セグメントにおける”選択と集中”
[FY2026～FY2027]

FY2026
(2027/3期)予想

55億円

◼ 日本・中国・欧州を中心に構造改革を進めるとともに、適切な資本政策を今後実施予定。

◼ 定量目標や資本政策は現在精査中。構造改革着手後にその手応えを踏まえ、改めて公表予定。

前期
[FY2025]

“ROE向上”への道筋

+α

目標

+α

目標

目標

15％以上の達成と維持

適正な自己資本水準を維持しつ

つ、資産圧縮・効率化

【次回アップデート予定】

営
業
利
益

自
己
資
本

R
O
E

日本セグメントにおけるBPRの推進および需要構造の変化に対応した生産体制の再編
[FY2026～FY2028]

ROE15％以上の達成
を見据え、
営業利益●●億円【次
回アップデート予定】を視野

営業利益の持続的な向上

• サンオー・ラストマン・スタンディ
ング戦略を梃にした適正価格
の実現

• 低採算事業の整理による利
益基盤の確立（スクラップ）

• 高成長・高収益性を見込む
データセンター事業等の成長
領域（ビルド）の拡大

欧州セグメントにおける不採算事業について、あらゆる選択肢を
含めた見直しを検討[FY2027～FY2028]

成長セグメント(北南米・アジア)に経営資源を集中、特に北南米を中心にサンオー・ラストマン・
スタンディング戦略による刈り取りが可能な環境を醸成[～FY2028]

FY2025実績
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04 データセンター事業の展望と進捗
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データセンター事業-FY2030までの各ステップ

◼ コアコンピタンスである配管・バルブを起点として、冷却システム全体への機能拡張を図ると同時に、

ハイパースケーラー・データセンター事業者へのチャネル開拓・認知獲得を企図。

STEP 03STEP 02STEP 01

販売

生産・機能

量産体制の構築
引き合い製品の量産体制の
構築（既存事業からの融通
および新規体制構築）

データセンター関連事業者
としての認知度伝播
データセンター関連事業者として
の市場認知獲得

ミッシングピースの獲得
CDU製品の獲得(協業・提携)
北米/中国市場のチャネル獲得
(M&A・販売提携)

冷却システムの
モジュール化
パートナー企業との冷却システ
ムのモジュール化

冷却システムの内製化
CDU含めた冷却システムの
内製化

経営管理
冷却モジュール事業の
独立した経営管理体
制の構築

北米/中国市場で競合認
知獲得(配管・バルブ)
北米/中国市場における配管・バ
ルブの市場占有率を7%程度ま
で拡大

共通

【部品売り】漏れに対する
信頼性・省エネ貢献

【モジュール売り】 【システム売り】
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データセンター事業-大型案件獲得に向けた進捗

「IDCE2026／第12回上海国際データセンター産業展」への出展

国内外のデータセンター向けサーバーおよび水冷モジュールメーカーより試作品を受注

• 大型案件を見据えた実証用試作の受注を獲得

• その他、国内外のデータセンター事業者およびデータセンターサブ
コンを中心に引き合いが拡大中

• 量産受注獲得に向け、国内外における生産体制の構築を展望

• 2026年6月3日〜5日、「IDCE2026／第12回上海国際デー
タセンター産業展」に出展予定

• 国内外のデータセンター事業者・関連企業向けに、当社のデータ
センター用水冷モジュール製品を訴求

◼ 国内外のデータセンター向けサーバーおよび水冷モジュールメーカーより試作品を受注。

◼ 国内外からの案件獲得に向け、展示会への出展を予定。

量産受注試作・評価引き合い

引き合いから、試作・評価を経て量産受注に至る
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05 株主・投資家との対話状況
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外部への公表(リンク)参加社数・人数
開催
回数

主な対応者対象者対話の手法

資料
文字起こし

Q&A
19社（延べ）1回

(4Q不含)

・COO
・CFO

・機関投資家
・アナリスト

決算説明会(オンライン)
[2025.11・2026.5(予定)]

1Q Q&A
2Q Q&A
3Q Q&A

58社（延べ）
内、６社と「資本コストや
株価を意識した経営の
実現に向けた対応」に関
する事前ヒアリングを実施

（P.33参照）

58回
(4Q不含)

・COO
・CFO

・機関投資家
・アナリスト

個別面談(対面またはオンライン)
[2025.8〜2026.7(予定)]

・CFO
・経営企画部長/担当者
・新事業開発本部長/部長/担当者
・総務本部長/IR担当者

資料
Q&A

1,582名+14社
（ライブ配信参加者）

1回・COO

・個人株主
・個人投資家
・機関投資家
・アナリスト

統合報告書説明会(オンライン)
[2025.10]

資料
Q&A

1,934名
（ライブ配信参加者）

1回・COO
・個人株主
・個人投資家

個人投資家向け会社説明会(オンライン)
[2026.2]

発言要旨6社1回
・社外取締役3名
・総務本部長

・機関投資家
・アナリスト

【New】社外取締役と機関投資家・アナリストの
スモールミーティング(オンライン)

[2026.3]

2026年3月期（3Qまで）に係わる対話の実施状況および主な対応者

◼ 新たな施策として、「社外取締役と機関投資家・アナリストのスモールミーティング」を2026年3月に

開催。
◼ また、決算発表後の個別面談に加え、本開示「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対

応」に向けて、資本市場関係者からの事前ヒアリングを実施。
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資本市場関係者とのヒアリングに基づくフィードバック

◼ 本開示に先立ち、セルサイドアナリスト等の資本市場関係者との事前ヒアリングを実施。

◼ 市場は既に当社の既存事業を評価せず、ROIC/ROEの実力を厳しく評価。
◼ 構造改革/業態変革/成長戦略と株価・資本効率の連動性を示せなければ、株価ディスカウントは継

続するとのフィードバックを受領。

注 ：開示日以前においては本資料はインサイダー情報が含まれるため、資本市場関係者との意見交換に際しては本開示の方向性の説明にとどめ、詳細な数値および具体的な施策については説明対象外

• 中間KPIの設定だけでなく「利益率切り上げ
の兆候」に関する開示が望ましい

• まず「ROE-エクイティコスト」のプラス化を確実
にし、その後に2030年以降の持続的な
ROE15％以上の達成が求められる

• ROE15%目標は評価されるが、達成確度へ
の疑念が残る

資本コスト・ROE

• 本質は売上拡大ではなく、利益率など収益
性の改善スピードと筋肉質な事業構造への
転換

• 自動車部品事業で営業利益率10%を実
現できれば評価改善余地大

• 日本の高販管費は構造課題（拠点分散＋
間接費要因）

収益性の改善

• 「経営の本気度」を伝えるメッセージとして好感
• 先行投資による短期の利益率低下でも、日

本・欧州・中国の改善と新事業の投資回収で
ROICが向上する絵姿を示せれば良い

• ネットDebtな三桜工業には、BS/PL/CFの改
善が求められる

• 債務超過会社：Geiger USA等の不採算事
業売却に伴う一過性損失は、その後の収益力
向上が説明できればポジティブ評価

スクラップ＆ビルド

• 配当性向やDOEの開示が望ましい
• データセンター事業は現時点では業績ドライ

バーではなく、オプション
• データセンター事業は不確実だが、小さな進

捗でも継続開示すべし
• 中間目標の設定は、実現可能な道筋と中間

KPIの開示が鍵

今後の開示・株主還元
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対話の取り組み紹介（一例）

機関投資家・アナリスト向け工場見学会（本社工場：茨城県古河市）

[2026年3月初開催] 社外取締役と機関投資家・アナリストとのスモールミーティング

取締役会の実効性向上に向けた取り組みの一環として、また社外
取締役が資本市場の視点を直接取り入れる機会の場として、
機関投資家・アナリストとのスモールミーティングを開催。
今年度も引き続き開催予定。

当社側参加者：金子取締役(社外筆頭)、森地取締役(社外)、富岡取締役(社外)
テーマ別ディスカッション：

・IR（株主・投資家との対話）
・経営に対する評価
・中期経営方針

例年、本社工場において、機関投資家・アナリスト向けに工場見学
会を開催。
既存事業である自動車部品の製造現場や新事業のデータセンター
向け水冷システムの実機、生産ソリューション事業で手掛ける生産設
備等をCOOおよびCFOがご案内。

直近開催概要：https://pdf.irpocket.com/C6584/dRUj/pHfq/oAXB.pdf

直近開催概要：https://pdf.irpocket.com/C6584/rJAn/Bq1A/HFMh.pdf
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06 今後のアップデート項目
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今後のアップデート項目（予定）

【今回】

◼現状分析
◼ROE向上に向けたロードマップ
◼株主・投資家との対話状況

【次回アップデート予定】

◼中期経営方針の連結定量目標
（中間目標設定の可否も検討）
◼新事業の成長戦略のアップデート
◼資本政策を踏まえたROE向上に向けたロードマップ
◼上記に関連するキャッシュ・アロケーション

フェーズ1
(2026年5月)

フェーズ2
(2026年秋以降)
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Appendix

会社概要
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三桜工業株式会社(登記社名:三櫻工業株式会社)商 号

Sanoh Industrial Co., Ltd.英 文 商 号

1939年3月24日設 立 年 月 日

34億8,110万円資 本 金

7,697名従業員数 (連結 )

ブレーキチューブ、フューエルチューブ、
フューエルインジェクションレール、スチール
チューブ製品および樹脂チューブ製品、クイッ
クコネクター、シートベルト用バックル、ショ
ルダーアジャスター、設備等

主 要 製 品

会社の概況（2026年3月31日現在） 役員（2026年3月31日時点）

株式の状況（2026年3月31日現在） 所有者別の株式保有比率（2026年3月31日現在）

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数

144,848,000株
37,112,000株

24,000名

持株比率(%)持株数(千株)株主名

6.712,441日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口)

6.082,212神鋼商事株式会社

4.401,600スズキ株式会社

4.121,500有限会社竹田コーポレーション

3.901,419株式会社三菱UFJ銀行

3.421,243株式会社常陽銀行

2.42880野村信託銀行株式会社(信託口)

2.35855株式会社日本カストディ銀行(信託口)

2.23809本田技研工業株式会社

2.14780アルコニックス株式会社

個人・その他

46.1%
その他の法人

21.9%

金融機関

19.6%

金融商品取引業者

2.6%

外国法人等

7.9%

自己株式

1.9%

入山章栄取締役(社外)竹田陽三取締役会長

井澤𠮷幸取締役(社外)竹田玄哉取締役社長

富岡さやか取締役(社外)中本浩寿取締役

三輪はるか常勤監査役佐々木宗俊取締役

平石智紀監査役(社外)金子素久取締役(社外)

古川絵里監査役(社外)森地高文取締役(社外)

会社概要
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私たちのMission（使命）は、ものづくり企業として、製品の提供と

グローバルな事業活動を通じて、 ステークホルダーの「安全と安心」、

「環境保全」のために力を尽くすことです。

Missionを果たしていくために、「人を育て、システムを育て、技術を

育て」、創意あるエキスパート集団になることを目指します。

経営全領域にわたる絶えざる改革

新しい価値を
生みだす

組織で力を出す 高い志を持つ

・Futurity

・Flexibility

・Humanity

・責任感

・三桜マーケットイン

・自発・自律・迅速

・知識 意欲

・手づくり

・チャレンジ

１ 32

Corporate Philosophy

ミッション/ビジョン

Mission/Vision

モットー

Corporate Motto

三桜ウェイ

The Sanoh Way

企業理念
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世界中で走っている自動車の4台に1台に当社製品が搭載されています。
当社は、主に「走る」「曲がる」「止まる」を担う重要保安部品を手掛け、みなさまの安全と暮らしを支える
縁の下の力持ちのような存在です。

12

1

2

1 2

1. 燃料配管関連製品

2. ブレーキ配管関連製品

1. 安全関連製品

2. 環境関連製品

1. 熱交換関連製品

2. エンジン関連製品 その他

三桜工業の主要製品
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日本

20%

北南米

43%

欧州

12%

中国

7%

アジア

18%

グローバル売上構成

「日本」「北南米」「欧州」「中国」「アジア」の５つを地域セグメントとして、
世界17ヵ国に展開し、海外売上比率が80％超を占めるグローバル企業です。

注： 地域別売上高比率については、セグメント間の内部売上高⼜は振替高を除く。

日本 北南米

欧州

中国

アジア

地域別
売上高
構成

（2025年度）

グローバル売上構成
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当社は、特定の自動車メーカーの資本系列に属さない独立系の自動車部品メーカーとして、
顧客に偏りなく横断的に事業を展開しています。
また、自動車メーカーへの直接納入だけでなく、燃料タンクメーカー等の部品メーカーへの部品供給も行っています。

本田技研工業

21.4%（前期末比+0.3%）

トヨタ自動車

16.4%（前期末比+1.2%）

日産自動車

10.2%（前期末比-1.1%）

SUBARU

7.9%

スズキ

4.6%（前期末比+0.5%）

BMW

4.6%（前期末比-0.7%）

Volkswagen

3.8%（前期末比-0.4%）

Bosch

2.6%（前期末比+1.4%）

マツダ

2.4%

Kautex

1.7%

三菱自動車工業

1.6%

FTS

1.4%

ダイハツ工業

1.0%

Mercedes-Benz Group AG

1.0%

Jaguar Land Rover

0.9%

Audi

0.8%

Porsche

0.3%

その他

17.3%

顧客別
売上構成

（2026年3月末）

主要な取引先



Sanoh Industrial Co., Ltd. 43

ダブル
スチールチューブ

シングル
スチールチューブ

PAコートチューブ

PCコートチューブ

単層樹脂チューブ

多層樹脂チューブ

コンボリュート

樹脂チューブ

当社の主要製品は車輌配管をはじめとする配管製品が大半を占め、その素材は金属から樹脂

まで幅広く取り扱っており、異なる素材を加工し接合する異材接合技術を強みとしています。

車輌配管

約50％

樹脂製品

約25％

パワートレイン

約20％

安全環境

その他

売上構成（参考）

製品別売上構成・製品ラインナップ（チューブ）
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当社が属する車輌配管市場はグローバルベースで競合先数が限定的な寡占市場であり、

中でも当社は高い市場占有率を獲得しています。

注：当社推定

T社

当社
C社

M社

U社

ご参考：グローバルマーケットシェア（車輌配管）
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補足資料
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31,054 32,545

37,236 36,858 36,446 38,109
40,154

42,105
39,143

41,952
38,882 39,561 40,263

38,259 38,672
42,193

営業利益率

売上高

営業利益

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

2026年3月期

単位：百万円

133

▲ 1,042

631

1,599
1,112

2,075
2,313

2,554

1,713

671

1,236 1,240

2,250

1,111

287 425

0.4%

▲ 3.2%

1.7%
4.3%

3.1%
5.4%

5.8% 6.1%
4.4%

1.6%
3.2% 3.1%

5.6%
2.9%

0.7% 1.0%

159,387百万円売上高159,538百万円売上高156,814百万円売上高137,692百万円売上高

4,073百万円営業利益4,860百万円営業利益8,053百万円営業利益1,321百万円営業利益

2.6%営業利益率3.0%営業利益率5.1%営業利益率1.0%営業利益率

149.7円為替 (円/USD)151.6円為替 (円/USD)140.6円為替 (円/USD)131.4円為替 (円/USD)

セグメント別四半期業績推移 ＜連結＞
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Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

営業利益率

売上高

営業利益

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 202 6年3月期

単位：百万円

10,241
11,225

12,126
10,894 11,369

12,550
13,763

11,589 11,580
12,727 12,143 11,571

13,482 13,259 12,783 12,360

▲ 42

270

485

153 174

706

1,055

148
81

496

205 232

685
573 629

166

▲ 0.4%
2.4%

4.0%
1.4%

1.5%

5.6%
7.7%

1.3% 0.7%

3.9%
1.7% 2.0%

5.1% 4.3% 4.9%

1.3%

51,885百万円売上高48,020百万円売上高49,271百万円売上高44,485百万円売上高

2,053百万円営業利益1,014百万円営業利益2,083百万円営業利益865百万円営業利益

4.0%営業利益率2.1%営業利益率4.2%営業利益率1.9%営業利益率

149.7円為替 (円/USD)151.6円為替 (円/USD)140.6円為替 (円/USD)131.4円為替 (円/USD)

セグメント別四半期業績推移 ＜日本＞
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8,689
10,301

11,437 11,681
13,075

14,746 14,949
16,380 16,513

18,556

16,502
15,735

16,946
15,891 16,374

18,610

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

※2024年3月期より、欧州セグメントに含まれていたGeiger USAを北南米セグメントに変更しています。

営業利益率

売上高

営業利益

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

単位：百万円

▲ 10.5%▲ 12.2%▲ 10.5%
▲ 4.8%

▲ 0.7%
4.2%

1.3%
6.0% 4.8%

0.0%
5.2%

0.5%
5.2%

1.3%
▲ 2.9%▲ 5.1%

▲ 916
▲ 1,256▲ 1,197

▲ 560

▲ 85

620

191

991
794

6

861

84

877

212

▲ 469

▲ 948

67,822百万円売上高67,306百万円売上高59,150百万円売上高42,107百万円売上高

▲327百万円営業利益1,744百万円営業利益1,717百万円営業利益▲3,928百万円営業利益

▲0.5%営業利益率2.6%営業利益率2.9%営業利益率▲9.3%営業利益率

149.7円為替 (円/USD)151.6円為替 (円/USD)140.6円為替 (円/USD)131.4円為替 (円/USD)

セグメント別四半期業績推移 ＜北南米＞
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5,616 5,741
6,139

6,857

5,648 5,410 5,475
6,086

5,736 6,021

4,717

5,792
5,052 4,914 4,684

5,346

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

営業利益率

売上高

営業利益

※2024年3月期より、欧州セグメントに含まれていたGeiger USAを北南米セグメントに変更しています。

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

単位：百万円

▲ 2

▲ 139

81

519

221

362

88

240 266

▲ 111

▲ 298

24
91

▲ 3

▲ 128

320

▲ 0.0%
▲ 2.4%

1.3% 7.6%
3.9%

6.7% 1.6%
3.9% 4.6%

▲ 1.8%

▲ 6.3%

0.4% 1.8% ▲ 0.1%
▲ 2.7%

6.0%

19,996百万円売上高22,267百万円売上高22,619百万円売上高24,353百万円売上高

280百万円営業利益▲118百万円営業利益911百万円営業利益460百万円営業利益

1.4%営業利益率▲0.5%営業利益率4.0%営業利益率1.9%営業利益率

セグメント別四半期業績推移 ＜欧州＞



Sanoh Industrial Co., Ltd. 50

5,128

4,049

6,385

5,010

4,258 4,273
4,556

5,802

3,340 3,458 3,347

4,213

2,955 2,877 3,098
3,551

セグメント別四半期業績推移 ＜中国＞

単位：百万円

営業利益率

売上高

営業利益

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

5.9%
▲ 2.3%

10.3% 7.5%
1.6% 0.5% 3.6%

9.8%

▲ 4.5%

▲ 9.7%

▲ 7.6%▲ 5.3%▲ 6.1%

▲ 4.6%

▲ 3.3%
2.0%

12,481百万円売上高14,358百万円売上高18,888百万円売上高20,572百万円売上高

▲348百万円営業利益▲963百万円営業利益824百万円営業利益1,240百万円営業利益

▲2.8%営業利益率▲6.7%営業利益率4.4%営業利益率6.0%営業利益率

303

▲ 94

656

375

69 22

163

570

▲ 150
▲ 336 ▲ 255 ▲ 222 ▲ 181 ▲ 133 ▲ 103

69

セグメント別四半期業績推移 ＜中国＞
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6,212 6,145
6,673 6,704 7,011 6,681

7,367 7,697 7,364 7,293 7,426 7,519 7,514 7,172 7,305
7,773

セグメント別四半期業績推移 ＜アジア＞

単位：百万円

営業利益率

売上高

営業利益

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

700

243

554 599
702

360

708
615

773

597
686

791 841

586 620 553

11.3%

4.0%

8.3% 8.9% 10.0%

5.4%

9.6%
8.0%

10.5%
8.2% 9.2%

10.5% 11.2%

8.2% 8.5%
7.1%

29,763百万円売上高29,601百万円売上高28,756百万円売上高25,735百万円売上高

2,599百万円営業利益2,847百万円営業利益2,384百万円営業利益2,096百万円営業利益

8.7%営業利益率9.6%営業利益率8.3%営業利益率8.1%営業利益率

セグメント別四半期業績推移 ＜アジア＞
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設備投資額は、コロナ禍を機に一時抑制いたしましたが、近年は減価償却費相当へ復元し、

減価償却費を大幅に超える水準にまで達しました。

設備投資額および減価償却費の推移

6,302

5,352
5,846 5,999

5,296 5,340 5,245

6,010 6,153

6,769
6,978

8,202
8,678

10,814

9,348

7,462

3,452

5,568

6,255

7,588

9,435

10,088

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

16年3月期 17年3月期 18年3月期 19年3月期 20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期 24年3月期 25年3月期 26年3月期

減価償却費 設備投資額 (単位：百万円)

設備投資額および減価償却費の推移
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66.865.8136.022.6-89.615.028.4-18.4
配当性向
（％）

-2.22.32.32.42.51.72.02.52.4
DOE

（％）

※配当性向およびDOEの「-」表記は一株あたり純損失を計上した期または現時点では未定
※2027年3月期の配当性向は、予想数値を基に算出

日頃より当社事業を支えていただいている株主・投資家の皆様へ、安定配当という形で利益還元をさせて

いただいております。27年3月期予想は年28円を計画しております

（ご参考）

配当金の推移

12.5 12.5 

7.5 

3 

12.5 
12.5 

12.5 
14 14 14 

12.5 12.5 

9.5 

12 

12.5 12.5 
14 

14 14 14 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

18年3月期 19年3月期 20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期 24年3月期 25年3月期 26年3月期 27年3月期

中間 期末

（予想）

配当金の推移
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このプレゼンテーションで述べられている三櫻工業株式会社の業績予想、

計画、事業展開等に関しましては、本資料の発表日現在において入手

可能な情報に基づき判断したものです。

マクロ経済や当社の関連する業界の動向、新たな技術の進展等によっ

ては、大きく変化する可能性があります。

従いまして、実際の業績等が本プレゼンテーションと異なるリスクや不確

実性がありますことをご了承下さい。また、大きな変更がある場合は、そ

の都度発表していく所存です。

資料取り扱い上の注意
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